
はじめに 

 飯野喜四郎は、埼玉郡上蓮田村（現 蓮田市大字蓮田）に、同村の名主役を務めた飯野吉之丞の三男として生まれま

した。明治 18年(1885)に父が病没、兄たちも早世していたため、17 歳の喜四郎が家督を継ぎました。喜四郎は 19歳で

蓮田駅前に飯野運送店を開業し、22 歳のときには第 1回帝国議会招集以前から立憲自由党（後に自由党）の結成に加

わり政治活動を始めました。そして生涯にわたり政治家、実業家として活躍し、埼玉県と郷里蓮田の経済や産業の発展に

尽くしました。 

 本展では、飯野家から寄贈された約 1万 6 千点の「飯野家文書」の資料から、その功績を紹介します。 

 

Ⅰ 飯野家と喜四郎   

 喜四郎は、自らの足跡を綴った記録を多く残しました。そのなかでも、「重要

日誌」（飯野家92～119）は、喜四郎35歳の明治35年(1902)から、亡くなる3

年前の昭和12年(1937)までの20冊が残っています。日誌には、喜四郎が地

域の発展のため、日々奔走する様子が詳しくうかがえます。 

  また、飯野家の人々について記した部分からは、喜四郎の家族へのまなざ

しが示されています。 

〔「飯野家文書」にみられる、喜四郎本人による記録〕 

「経歴記録」(112)、「備忘録」(113)、「経歴大要」(123)、「懐中日記」（128～

131) 

                【写真：資料２-③「重要日誌」大正 14年(1925)】 

Ⅱ 政治家として実業家として 

①教育への尽力 

 喜四郎は、県内の教育の向上に大きな功績を残しました。 

  明治28年(1895)11月、喜四郎は粕壁に県立中学校を設立するよう

県会で建議しましたが、川越のみ設立が可決され、粕壁は否決されまし

た。喜四郎は粘り強く提案し続け、明治30年12月に埼玉県第四尋常中

学校の設立が決まりました（同年、県立粕壁中学校に改称、現 県立春

日部高等学校）。 

  また、立憲政友会県支部の重鎮であった喜四郎は、同会の原内閣の

高等学校増設計画を知り、招致活動を行いました。その活動が実り、大

正10年(1921)に旧制浦和高等学校(現 埼玉大学)が設立されました。 

【写真：資料５「経歴記録」 昭和 12年(1937)】 

 

②武州鉄道の設立と経営 

 明治43年(1910)、喜四郎は、岩槻・蓮田の有志と中央軽便鉄道株式会社を設立しました。翌年、社名を中央鉄道株

式会社に、大正8年(1919)には武州鉄道株式会社と改めました。 

 当初は北千住から日光までをつなぐ構想でしたが、第一次世界大戦や戦後恐慌、日中戦争の影響もあり、計画が見直



されました。武州鉄道の定款では、蕨町を起点に岩槻町～菖蒲町～加須町を経て忍町(現 行田市)まで敷設することを

目的としています。 

  最終的な営業区間は、昭和11年(1936)までに開通した、蓮田～岩槻～神根(現 川口市)間でした。しかし昭和4年

(1929)に大宮～粕壁間に総武鉄道(現 東武野田線)が開通し顧客を奪われ、昭和13年(1938)に廃線となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【写真：それぞれ資料９「汽車発着時刻表」、（左は表面、右は裏面） [大正 13年(1924)]】 

 

③銀行の設立と経営  

 喜四郎は、銀行の経営にも力を注ぎました。日清・日

露戦争後、産業の発展に伴い県内に多くの銀行が設立

されましたが、喜四郎の郷里である蓮田に銀行はありま

せんでした。 

 貨物運送業者でもあった喜四郎は、身元保証金を預

け、融資を受けられるような銀行が地元にもあるべきと

考え、東京秋葉銀行の設立を支援します。明治33年(1

900)に蓮田支店長に、2年後には取締役に就きました。 

 また大正7年(1918)3月、有志とともに埼玉県の中核となる銀行の新設を岡田知事に進言し、設立発起人となりました。

そして同年11月6日、武州銀行(現 埼玉りそな銀行)が設立されました。 

【写真：資料１４「武州銀行営業案内」大正7年(1918)ヵ】 

 

Ⅲ 語り継がれる功績 

 喜四郎は、19歳で飯野運送店を開業して経営者となり、26歳で初めて県会議員に

当選しました。その後、政治家、実業家を両立させ、一貫して埼玉県と蓮田の発展に

尽くしました。 

 その活躍の場は、甘藷商同業組合の運営から、銀行の設立と経営、社会事業や教

育、農業など、年を経て広がりました。その功績により、数々の表彰を受け、さらに昭和

9年(1934)の昭和天皇の県庁行幸の際には、単独での拝謁を許されました。 

 昭和13年、蓮田の須賀神社に銅像が造られ、その除幕式に自ら参列しました。後

に像は戦前の金属供出で撤去されましたが、喜四郎の没後19年目の昭和34年(1

959)、生家跡の堂山公園に胸像が造られました。  

 

【写真：資料１７ 埼玉県庁にて単独賜謁当日 昭和 9年(1934)】11月 18日 


